
人の和が、広がる集合5分前

健康は自らの手で
　3月15日と25日に健康増進のための“増健カレッジ．

が、坪谷・仲深地区の高齢者を対象に中央公民館で開

催されました。

　15日には、健康体操や家族で楽しみながら出来る、

ゲーム風のものを主に行なわれ、25日には、歩く健康

法を主に開催されました．

　これは、宮崎県が56年度から始めた事業で、39コー

スと還暦コースの2つがあり、日向保健所管内のうち

から東郷町が還暦コースの指定を受け健康増進と健康

管理について、昨年11月から6回にわたり実施されて

来たものです、延参加人員は206人慶した。

（カレッジとは、専門学校・分科大学。単科大学を意味します，）

昭和57年　5月号第369号

発行／東郷町役場・編集／企画財政課

親も見じ姉もいとはしふるさとに

ただびろう樹を見にかへりたや

　　　　　　　　　牧　水．
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三
弓
」
i
八
日
二
町
内
中
、
ゴ
校
の
μ
業
式
か
行
わ
れ
ま
し
た
か
、
坪
谷
中
学
校
越
表

分
画
て
は
最
後
の
卒
業
式
か
行
わ
れ
ま
し
た

　
村
社
校
長
か
ら
冒
取
後
の
卒
業
生
と
し
て
先
生
た
レ
，
と
共
に
喜
び
た
い
一
　
母
校

を
誇
り
に
し
よ
う
｛
［
一
巻
一
会
の
心
を
大
切
に
し
・
さ
つ
　
と
あ
い
き
っ
か
あ
り
、

最
後
の
卒
業
牛
へ
名
か
巣
）
ち
ま
し
た

　
こ
の
越
表
分
校
は
、
昭
和
二
十
　
年
三
月
に
「
儀
表
基
本
法
一
と
一
学
枚
教
肯
法

一
が
制
定
公
布
き
れ
、
翌
昭
和
二
↑
二
年
中
画
掛
詞
学
制
六
・
三
・
三
・
四
か
公
布

』
・
・
れ
て
国
民
学
校
は
小
字
校
と
改
、
め
ら
れ
、
新
制
中
学
校
か
新
設
き
れ
て
義
務
制
と

な
り
、
同
年
五
月
八
日
に
、
坪
谷
中
学
校
の
本
校
を
坪
谷
小
学
校
に
、
分
校
を
越
表

小
学
校
に
併
設
し
て
開
校
し
ま
し
た
．

　
現
在
の
越
表
分
校
々
舎
三
百
六
十
三
平
力
メ
ー
ト
ル
ほ
、
昭
和
二
↓
六
年
四
月
に

落
成
し
た
・
。
ゾ
、
す
昭
和
二
↑
二
年
度
、
第
一
回
本
業
生
か
ろ
箏
．
i
血
三
笠
未

生
の
パ
百
六
」
1
五
人
を
送
り
出
し
ま
し
た

笏
閉
校
記
念
誌
か
ら

学
校
統
合
に
よ
せ
て

町
長
木

　
坪
谷
中
学
校
越
表
分
校
の
統
合
は
、

町
の
重
要
な
問
題
と
し
て
越
表
・
下
渡

川
地
区
の
人
達
の
音
向
を
尊
重
し
な
か

ら
、
議
会
は
勿
論
、
教
旨
委
員
会
と
の

合
同
協
議
会
を
開
催
す
る
等
、
長
い
年

月
に
日
っ
て
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た　
分
校
存
続
の
基
徒
と
な
る
生
徒
数
の

見
通
し
か
、
昭
和
五
十
九
年
に
は
一
五

名
と
な
り
、
な
お
減
少
の
傾
向
か
続
く

と
推
定
斗
、
・
れ
ま
し
た
と
き
、
私
も
こ
れ

以
上
、
雲
表
分
校
を
分
校
と
し
て
推
持

す
る
こ
と
か
、
学
校
紅
営
の
面
か
ら
、

又
適
正
へ
写
新
訊
ム
目
’
を
進
カ
ワ
O
r
か
、
つ
3
」
、

村

田

極
重
、
困
衰
、
あ
る
と
考
え
ふ
、
る
を
得

な
く
な
♪
ま
し
た

　
そ
れ
ま
て
ま
、
教
育
関
係
の
乃
々
の

統
合
推
進
論
や
地
一
兀
の
人
選
の
讃
否
両

論
の
中
に
あ
一
・
て
も
、
私
は
、
統
合
す

る
こ
と
か
果
し
て
学
力
向
ヒ
に
つ
な
か

る
の
か
、
そ
れ
か
教
育
の
機
会
均
等
に

な
る
の
か
、
更
に
統
合
に
よ
っ
て
牛
徒

の
み
な
き
ん
か
受
け
る
遠
距
寵
通
学
の

苦
労
、
地
域
の
人
達
か
一
」
、
卜
五
年
聞
の

長
い
間
親
し
ん
て
き
た
分
校
を
失
う
こ

と
こ
く
る
べ
買
↓
さ
；
マ
、
旺
こ
つ
と
｝
・
σ

と
し
溶
2
か
望
み
か
チ
冒

て
｝
、
・
仔
れ
．
あ
、
分
減
て
甲
｝
な
く
、
索
颯

町
“
越
表
中
学
校
と
し
て
独
“
し
た
㌧
r

枚
と
す
へ
く
ん
，
日
ま
て
、
過
疎
防
d
の

一
端
に
も
と
地
域
の
人
達
も
石
工
て
き

る
伝
三
音
の
建
設
、
蓮
動
場
の
拡
張
、

迫
路
の
整
備
等
を
行
い
、
そ
の
間
こ
も

企
業
吉
地
の
要
請
を
行
う
な
こ
、
そ
れ

に
伴
う
状
勢
如
転
に
ひ
そ
か
な
望
み
を

か
ナ
、
て
き
る
限
り
の
行
政
二
刀
を
行

っ
て
ま
、
；
）
ま
し
た

　
然
し
な
が
ら
町
と
し
て
の
人
口
の
流

下
よ
、
↓
し
静
止
の
状
況
に
あ
る
と
は

い
え
、
国
の
経
済
、
社
会
状
勢
ほ
一
向

に
良
く
な
る
・
・
こ
ろ
か
、
’
、
こ
つ
低
峡

長
減
訣
一
化
へ
の
歩
み
を
巨
め
る
二
と
な

く
、
自
治
体
も
又
国
の
乃
釧
に
沿
っ
て

緊
縮
財
政
の
方
向
に
ひ
か
わ
コ
る
を
得

な
い
実
情
に
あ
り
ま
す

　
越
表
・
｝
渡
川
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

は
、
こ
れ
ま
て
長
い
聞
親
し
ん
て
き
だ

分
秒
か
な
く
な
る
と
言
う
こ
と
ま
、
．
販

に
ぜ
し
い
暦
史
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り

行
政
貞
仔
者
と
し
て
心
の
類
、
愚
h
て

あ
’
）
ま
す

　
私
は
、
中
学
秒
か
小
学
校
に
お
げ
る

教
育
の
基
碇
の
上
に
た
エ
・
、
社
会
に

わ
げ
る
基
碇
的
な
知
識
と
技
能
を
》
了
ひ

将
来
の
進
路
を
嵯
耕
す
る
、
極
め
て
車

戸
な
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
充

分
認
識
』
、
お
り
ま
す
従
’
・
て
、
統

合
か
・
≦
ま
’
．
た
以
上
、
分
校
の
皆
さ
ん

の
学
力
向
壬
に
語
音
し
、
ム
，
後
坪
谷
中

学
校
の
教
倉
内
谷
及
ヴ
、
）
、
施
設
の
整
備

に
一
層
の
努
力
を
続
↓
て
、
M
き
た
、
と

存
し
ま
す

　
隈
々
∂
皆
’
、
え
｝
｝
、
昭
和
T
一
ヒ
≒

臨
ご
、
’
、
・
ろ
h
ク
ご
日
チ
枝
二
二
．
・
⊥
ノ
三

と
こ
な
㍉
ま
す
か
、
こ
れ
つ
ろ
∂
．
敢
し

履宅

凍塾寄撃聯学魏魏
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い
昏
争
祁
会
の
中
二
♪
・
ゴ
・
て
、
そ
れ
に

耐
孟
改
㌧
ご
得
る
粘
り
と
、
根
性
を
も
ぎ

習
す
る
こ
と
か
必
捜
r
、
あ
り
ま
す
　
、
逮

距
離
通
学
3
、
［
ら
を
鍛
練
す
る
場
と
考

ん
、
こ
ね
ま
て
分
校
て
培
ち
れ
た
良
い

巨
統
↓
ゆ
、
そ
の
ま
‡
k
・
三
ノ
く
う
本
歴
て

口
閉
校
記
念
誌
か
ら

育
て
、
そ
し
て
、
本
校
の
艮
い
と
二
り

を
吸
収
し
、
混
鉄
父
俸
と
な
り
す
へ
’
、

の
面
て
L
う
局
い
坪
谷
中
学
校
を
育
て

る
力
に
な
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
、
屯
力
ら

お
願
い
巾
し
一
手
秩
銭
と
い
た
し
芸
す

三
十
五
年
の
栄
光
を
賛
え
て

教
育
長
木
　
村
　
映

　
旧
い
ム
臼
に
、
了
制
か
公
巾
甲
・
・
れ
、
近

氏
教
育
制
壁
か
創
始
毒
・
㌔
れ
て
か
・
？
｝
れ

・
4
、
一
、
の
一
　
九
年
の
歴
史
の
中
て
、
昭

和
一
一
↓
臼
四
月
に
施
行
》
・
㌔
れ
た
6
・

3
・
3
制
の
教
倉
制
殴
は
、
今
日
の
民

一
教
育
を
硲
冒
し
た
画
期
的
な
改
亭
て

あ
デ
・
た
と
存
㌧
ま
す

　
坪
谷
中
学
校
越
表
分
校
は
、
こ
の
制

陵
の
施
行
に
・
玉
り
、
昭
和
一
十
二
4
一
土

月
f
二
日
に
招
集
ふ
・
・
れ
た
東
郷
村
議
会

に
お
⊃
、
索
郷
中
学
枚
、
坪
谷
中
学
校

東
郷
中
茎
校
福
瀬
分
校
と
と
も
に
設
置

か
議
決
斗
、
・
れ
、
越
表
小
学
校
に
併
設
し

て
開
枚
い
た
し
ま
し
た

　
野
馳
は
、
戦
後
間
も
な
く
、
、
職
災
の

復
興
や
海
外
か
ら
の
引
揚
対
策
、
食
糧

の
嬉
保
と
混
と
ん
と
し
た
経
済
状
況
に

加
え
て
、
国
民
道
義
の
退
廃
な
と
最
も

混
乱
し
た
時
代
て
、
村
の
財
政
も
乏
し

く
新
制
中
学
校
セ
企
目
の
建
築
な
と
殆
ん

こ
不
可
能
に
近
く
、
そ
の
対
応
は
誠
に

一

囚
難
を
極
め
ま
し
た
　
村
民
の
教
育
に

対
す
る
理
解
と
協
力
に
よ
’
・
て
、
付
か

策
定
し
た
年
次
設
討
に
髪
り
東
郷
中
、

坪
谷
中
の
両
校
に
続
い
て
当
分
枚
も
昭

和
．
一
十
バ
年
四
月
に
漸
…
ノ
＼
新
枚
亭
口
三
六

三
か
か
没
、
し
名
実
と
も
に
充
実
し
た

新
制
中
学
校
の
歩
み
に
入
り
ま
し
た

　
こ
の
間
パ
六
五
人
の
墾
業
片
を
送
り

出
し
ま
し
た
か
、
い
す
れ
も
産
業
、
経

折
、
教
育
そ
の
他
各
乃
面
｝
一
わ
た
っ
て

活
躍
せ
ら
れ
、
多
数
の
人
材
を
輩
出
し

て
本
校
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
か
で
き

ま
し
た
こ
と
は
御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん

　
し
か
し
、
昭
和
三
十
二
代
か
ら
絨
い

た
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
も
た
ら

し
た
農
村
人
口
の
流
出
は
、
こ
の
地
域

も
同
様
に
大
幅
な
人
［
の
減
少
を
き
た

し
、
開
校
当
時
五
十
余
人
を
上
し
て
い

た
当
分
枚
も
漸
次
減
少
の
一
途
を
週
）

数
句
後
在
籍
牛
徒
数
は
十
人
程
駐
と
雑

疋
尋
・
・
れ
る
に
至
り
根
本
的
な
検
討
を
余

儀
な
く
き
れ
ま
し
た
か
、
当
分
秒
の
材

来
に
わ
た
る
中
学
校
教
育
の
姿
を
展
望

す
る
と
き
、
こ
の
機
会
に
発
展
的
に
坪

谷
本
校
に
統
合
す
る
こ
と
か
最
善
の
姿

て
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
校
区
民
の

珠
い
御
理
解
に
よ
っ
て
愈
々
本
年
四
月

一
日
を
も
つ
て
統
廃
合
す
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
誠
に
意
義
深
く
販
し
概
一
入

て
あ
》
ま
す

　
開
抄
以
来
二
．
一
血
臼
、
二
の
地
域
の

教
育
、
・
又
化
の
拠
つ
所
と
し
て
そ
の
発

展
に
尽
く
し
て
》
ご
た
分
校
で
あ
り
ま
す

地
域
の
拳
々
の
心
庸
よ
察
す
る
に
余
〕

あ
り
ま
す
か
、
こ
の
地
域
に
育
つ
．
一
こ

も
珪
か
、
k
う
充
実
し
た
教
育
環
境
の

ト
て
勉
学
に
由
」
へ
，
ソ
、
き
る
二
と
の
手
捜

き
を
理
解
し
、
御
処
臨
を
い
た
♪
一
㍉
・
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
ー
デ
ま

す　
》
・
」
て
、
今
日
の
教
育
を
と
り
ま
く
環

境
ほ
誠
に
厳
し
い
も
の
か
あ
り
ま
す
か

先
人
の
残
ふ
・
、
れ
た
こ
の
地
域
の
伝
統
的

な
牛
活
文
化
、
人
情
、
素
朴
て
あ
た
た

か
な
人
問
性
を
継
承
し
な
か
ら
、
地
域

に
ね
尊
・
」
し
た
教
育
と
発
想
に
よ
っ
て
、

教
育
の
目
的
て
あ
る
人
格
の
完
成
を
カ

｝
・
、
し
、
国
家
社
会
に
貞
献
ず
る
こ
と
の

て
き
る
前
途
有
為
な
国
民
の
肯
成
か
M
凶

ら
れ
る
よ
う
一
層
精
進
を
い
た
す
所
’
仔

て
あ
り
ま
す

　
最
後
に
、
一
．
】
」
一
五
年
間
に
わ
た
る
越

去
分
校
の
蝉
か
し
い
業
績
を
覚
え
ま
す

と
と
も
に
、
開
枚
以
来
当
分
校
教
育
の

た
の
に
貞
献
い
た
だ
い
た
歴
代
の
諸
先

生
乃
に
衷
心
か
ら
敬
・
ロ
と
態
謝
を
申
し

一
げ
ま
す

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

｝

転1耀幽■

翻禮
　L停煎

“

吃

励

継
嵐
謁
　
テ

　
　
　
　
感

喩
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翌盆

鰯
　
雪

議
へ

｝
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轡
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て
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点　’

描
㈲
八
重
原
の
壮
年
ク
ラ
ブ

　
］
明
，
m
．
．
一
ー
ヵ
勾
一
月
八
重
原
1
一
年

会
一
と
記
さ
れ
た
大
コ
道
具
箱
か
残
っ

て
い
ま
す
．
既
に
使
用
不
能
の
状
態
て

あ
一
ま
ず
が
、
こ
の
大
工
道
具
は
区
内

の
葬
式
事
や
適
う
事
等
に
諸
物
を
作
っ

た
も
の
て
あ
’
，
ま
す
　
葬
儀
の
棺
桶
等

よ
勿
論
作
’
ノ
た
も
の
て
す
　
そ
の
大
］

、
坦
具
か
残
r
、
て
い
る
よ
う
に
、
八
車
原

に
は
升
H
と
同
　
し
様
に
羽
葺
ヶ
ラ
フ
か
結

吹
甲
・
・
れ
て
い
ま
す
　
明
治
大
止
昭
和
の

初
期
頃
歩
入
て
よ
、
こ
の
区
に
も
羽
臼
会

か
組
織
並
・
、
れ
て
い
ま
し
た
　
「
療
鯉
会

　
の
人
文
事
を
入
れ
た
提
灯
等
も
持
・
．

て
い
て
、
夜
間
非
常
の
場
合
等
に
は
使

用
勾
・
」
た
も
の
て
あ
》
ま
す

　
時
宗
の
変
化
か
、
青
句
義
盾
動
か
盛

ん
に
な
》
、
並
等
体
制
か
翼
賛
会
と
口

’・

ｽ
形
に
な
っ
て
し
ま
r
、
た
の
て
あ
一

事
よ
一
　
戦
後
は
占
毎
会
セ
げ
の
組
繊
と

な
》
、
れ
舟
会
と
い
う
も
の
の
形
は
消

兄
て
し
ま
い
妻
い
し
た

　
甫
鉢
会
、
婦
人
会
、
育
成
会
、
老
人

ワ
ラ
フ
、
了
と
も
会
等
の
組
織
、
屑
動

、
あ
．
伯
発
と
な
り
ま
し
た
か
、
コ
ニ
才
代

四
　
才
代
、
ヵ
」
1
才
代
等
の
社
会
教
育

的
組
織
よ
殆
ん
と
皆
籠
、
と
㎡
つ
た
状
喉

て
｝
の
一
ま
ず

　
八
三
原
区
に
’
、
は
、
昭
和
四
f
勾
頃

し
♪
ノ
、
亘
れ
釘
ラ
ラ
フ
を
結
麗
し
て
い
ま

し
た
か
、
後
に
占
三
会
か
独
」
）
し
昭
和

／
1
一
四
目
勾
．
一
日
り
よ
う
打
勾
ヶ
ラ
フ
ナ
」
独

）
結
奴
と
な
’
・
て
現
吾
に
至
っ
て
い
ま

す
　
口
数
の
少
い
八
弔
原
書
と
し
て
の

人
数
は
僅
か
に
一
ナ
八
名
て
二
f
九
才

よ
〕
九
f
五
オ
ま
て
の
者
か
ヶ
ラ
フ
員

て
あ
り
ま
す
　
こ
の
羽
鐸
ラ
ラ
フ
の
年

間
事
業
活
動
か
素
晴
ら
し
い
も
の
て
す

一
、
定
例
会
毎
月
箆
三
山
幾
夜

二
、
区
内
美
化
作
裳
　
区
内
三
ケ
所
に

　
　
コ
ミ
旧
収
集
箱
　
（
k
ラ
ム
か
ん
）
　
叱
峡

　
　
置

三
、
活
動
資
金
と
し
て
会
員
毎
月
．
↓

　
　
　
花
持
出

四
、
区
内
行
事
に
は
堅
先
し
て
参
加
、

　
　
葬
儀
の
時
は
全
員
参
加
し
野
辺
の

　
　
送
り
埋
葬
等
の
仕
事
を
ツ
持
つ

釣
、
ノ
・
ト
ホ
ー
ウ
チ
ー
ム
を
結
成
し

　
　
健
康
増
進
、
親
睦
を
ほ
か
る

パ
、
町
民
体
育
人
会
則
に
は
へ
先
し
て

　
　
協
力
参
加
す
る

今
後
の
事
業
■
画
と
し
て

文
化
遺
産
の
旅
　
愚

　
感
謝
の
碑

　
　
唄
徳
の
碑

　
東
郷
町
役
場
の
庭
に
一
領
徳
の
碑

」
か
あ
る
　
碑
文
に
一
，
村
政
に
人
き

へ
写
功
力
の
あ
っ
♪
」
昇
り
・
の
遺
軽
人
’
を
し

の
唄
、
）
遺
徳
を
讃
え
後
世
永
く
そ
の
名

を
と
こ
刃
村
人
た
ち
の
空
し
る
へ
と

し
て
こ
の
碑
を
建
て
る
一
と
あ
る
よ

う
に
町
治
、
曙
業
、
文
化
、
経
済
等

あ
ら
D
る
回
て
町
の
伸
張
に
偉
大
功

d枳

ﾌ
あ
っ
ハ
」
石
几
屠
買
ハ
」
を
り
へ
の
白
い
謝
の

一
、
公
民
館
用
ス
ト
ー
フ
鴫
入
寄
贈

二
、
人
工
迫
具
の
隅
入

．
二
、
月
一
回
忌
家
庭
の
日
の
定
着
化

　
ま
こ
と
に
見
事
な
八
上
原
壮
年
ヶ
ラ

ブ
の
重
書
ぐ
，
て
あ
’
）
ま
す
．
毎
日
上

回
の
コ
ミ
収
集
に
は
一
人
の
面
会
各
柵
、

く
環
境
整
備
と
美
化
奉
仕
に
務
め
て
い

る
訟
訴
賞
讃
に
価
す
る
事
の
み
て
あ
一

ま
ず
　
全
医
民
の
』
頼
の
限
p
♪
を
集
め

て
い
る
と
こ
ろ
て
あ
p
）
ま
す

　
剰
は
生
涯
首
肯
の
面
よ
》
案
ず
る
こ

二
の
羽
年
層
の
教
百
か
一
番
欠
ナ
て
い

る
と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん

　
一
父
親
よ
・
y
i
れ
L
非
行
育
少
行
の

暴
発
事
例
多
発
の
時
、
こ
の
声
か
人
き

・
≧
・
、
ナ
は
れ
て
、
、
ま
す
　
八
車
原
わ
鐸

フ
ラ
フ
の
様
な
組
織
団
侮
が
、
各
X
に

紐
織
ふ
・
・
れ
て
、
前
述
の
様
な
見
事
な
活

躍
ハ
う
か
町
内
香
地
に
午
れ
て
来
る
こ

と
を
希
望
し
て
や
ま
な
い
の
て
あ
っ
ま

す　
巣
郷
町
社
会
教
倉
委
員
　
都
甲
鶴
男

果
て
、
現
在
そ
の
書
名
を
こ
の
碑
に

刻
ル
・
、
れ
た
先
賢
は
新
名
巨
」
冶
、
高
森

順
蔵
、
人
馴
須
能
⊥
［
、
軍
、
人
「
松
）
夫
の
…
四

氏
て
あ
る

～
牧
水
と
坪
谷

q）

　
坪
谷
は
牧
水
に
は
幼
き
日
は
一
く

み
倉
て
ら
れ
た
地
で
あ
う
、
し
し
て

は
慕
郷
の
里
て
あ
り
、
逝
い
て
は
仔

の
胸
に
抱
か
れ
て
自
著
わ
く
つ
き
の

地
て
あ
り
ま
す

　
牧
水
が
坪
谷
で
の
実
午
活
の
釧
間

は
、
牧
水
四
十
．
二
句
の
午
辞
の
約
九

分
一
に
3
。
過
ぎ
ま
せ
ん
　
触
れ
て
八

行
間
は
両
親
と
坪
谷
の
旧
家
て
午
酒

し
ま
し
た
か
、
次
の
へ
句
間
は
延
岡

高
等
小
学
枚
、
延
岡
空
字
校
に
字
ん

だ
の
て
、
夏
、
冬
、
春
の
体
み
に
臆

省
し
て
の
圧
活
て
あ
り
、
早
稲
田
人

．
〆
に
ヨ
k
↓
去
、
　
円
ム
目
一
」
．
ト
画
＼
一
、
　
一
・
、
一

、
’
艮
f
－
「
「
　
　
／
ノ
「

九
句
、
四
牙
年
の
夏
休
み
に
帰
省
し

て
の
午
石
て
あ
’
）
ま
す

　
人
学
竿
業
後
は
坐
業
償
解
約
．
↓
イ

日
間
と
、
明
冶
四
卜
五
臼
七
月
父
柄

気
の
た
め
帰
省
し
て
約
イ
か
月
人

∬
⊥
・
．
毎
三
月
、
父
十
三
回
忌
の
法

会
を
営
ひ
た
の
帰
郷
し
て
約
．
　
f
口

間
、
昭
和
二
勾
七
月
、
朝
鮮
旅
行
の

帰
途
五
日
間
・
コ
寄
り
ま
し
た
　
こ
れ

た
け
か
坪
谷
て
の
実
午
屑
の
岬
問
て

あ
り
ま
す

　
こ
の
期
間
の
牧
水
の
午
活
を
牧
水

の
随
筆
、
紀
行
文
、
日
記
、
p
［
翰
笛

と
牧
水
と
親
　
父
の
あ
っ
た
人
々
の
思

い
出
な
と
を
交
え
て
記
す
こ
と
と
い

い
た
し
ま
し
た

　
一
、
坪
谷
の
呂
山
家
々
f
・
ホ

‘
一
　
畢
～
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
＋
人

　
、
↓
、
坪
谷
村

　
牧
水
は
午
地
坪
谷
に
つ
い
て
趙
筆

「
お
も
ザ
、
し
て
の
記
一
に
次
の
二
つ
に

記
し
て
h
ま
す

こ
私
の
生
れ
た
村
、
■
し
く
一
ム
〆
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

日
同
国
東
自
杓
九
型
郷
村
大
一
坪
谷
…

村
は
山
と
山
と
の
間
に
押
ま
れ
た
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

長
い
猷
谷
て
あ
る
　
こ
と
に
二
二
↓
あ
暫

｝
藁

附
近
夷
一
の
尚
山
て
あ
る
尾
鈴
山
か
｛

け
は
し
い
断
崖
両
を
蕗
ほ
し
て
眼
一
’

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　　

に
聾
え
い
る
の
て
、
↓
層
峡
谷
ろ
し

い
感
し
を
与
へ
て
語
る
　
村
の
長
き

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　　

は
・
果
・
四
に
延
ひ
て
四
士
里
も
あ
る
セ

ろ
う
か
、
1
4
数
は
僅
か
二
百
か
．
百

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　　

足
ら
す
の
も
の
て
あ
る
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
路
）

　
・
阪
は
尾
鈴
山
の
飢
に
沿
う
て
日
々

と
流
れ
て
い
る
　
そ
し
て
人
家
，
、
人

拭
み
な
そ
の
μ
に
沿
う
て
作
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

あ
る
　
其
処
に
五
口
、
此
処
に
f
目
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

と
、
討
尋
・
㌔
四
五
㍗
の
問
に
、
↓
．
百
足
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

す
の
家
か
散
呑
し
て
い
る
と
目
へ
嘆

そ
の
寒
村
の
副
影
は
自
ら
彷
彿
す
る

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　一

て
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
’
口
皿
　
，
］
　
義
　
h
「

　
　
　
　
　
f
　
　
　
I
　
　
　
f
　
　
　
　
ーー
～

町報とうこう
（5）

燃
え
な
い
〃
ゴ
ミ
”
埋
立
開
始

経
済
の
高
二
化
に
つ
れ
私
た
ち
の
身

の
重
、
ち
り
に
は
大
型
の
耐
久
消
費
財
か

コ
ミ
と
な
っ
て
排
出
き
れ
る
よ
う
に
な

’ノ

ﾄ
｝
、
・
ま
し
た
　
今
ま
で
こ
れ
ら
の
大

型
コ
ミ
は
、
始
末
に
困
り
放
置
き
れ
て

い
る
の
か
現
状
て
す
　
今
ま
で
燃
え
な

h
コ
、
、
孤
日
向
市
内
の
埋
♂
地
に
持
込

・
ス
れ
て
い
ま
し
た
か
、
四
月
か
ら
町
内

の
埋
“
地
に
持
込
み
か
て
き
る
よ
う
に

ひ
♪
ま
し
た
二
の
埋
・
地
、
｝
、
常
時

持
込
．
、
」
こ
と
干
．
て
・
く
・
ま
ぜ
ん
　
こ
の
た

，
刀
次
の
要
堕
、
二
看
持
込
み
を
』
三
’

の
て
お
知
ろ
七
し
ま
す

　
　
　
　
　
記

1
持
込
み
一
の
注
、
［
〕

　
・
燃
え
る
物
（
紙
、
布
、
木
材
等
）

　
　
は
持
込
ま
な
い
こ
と

　
・
埋
L
）
地
以
外
に
は
投
棄
し
な
い
こ

　
　
〉
」

　
・
ス
フ
レ
ー
、
携
帯
用
カ
ス
ホ
ノ
へ

　
　
等
の
空
缶
は
、
八
を
二
王
る
こ
と

　
・
大
気
に
は
充
分
注
冒
す
る
こ
と

　
・
係
員
の
指
示
に
従
う
こ
と

　
・
指
定
き
れ
た
日
以
外
は
、
門
扉
か

　
閉
め
て
あ
り
持
込
み
か
て
・
≦
ま
で

　
　
ん

2
持
込
な
時
聞
皮
び
要
領

　
午
前
9
時
か
ろ
午
後
4
時
5
0
分
土
抵
て

　
に
個
人
又
は
組
合
単
位
て
持
込
ん
で

　
ノ
・
九
・
’
、
」
い

3
日
　
卸

［
5
月
1
9
日
　
寺
迫

　
5
月
2
0
日
　
福
瀬
、
鶴
野
内
、
迫
野

　
　
　
　
　
内
、
八
重
原
、
田
野

▽
5
月
2
1
日
　
小
野
田
、
羽
坂
、
仲
沃

　
　
　
　
　
坪
谷
、
越
表
、
下
渡
川

・
毎
月
行
な
つ
れ
ま
す
収
集
は
、
従
来

　
と
て
お
》
実
施
し
ま
す
。

　　　　／
，一 ｭ郁「痛
’　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　♪避

　　　会・㌻＼矧
　　　　　巳下逸叉

．讐　　＼動地

鴨

／
場
／

．”

D
芯
．
一
．
”
．
一
．
∵
　
．
”
．
”
．
嚇
．
鱒
．
”
．
…
．
一
．
”
．
§
り
n
．
一
．
h
．
”
・
蔭
葦
隔
・
“
・
葦
㍗
”
・
葦
”
・
葦
n
叢
・
…
・
葦
§
“
・
”
・
葦
学
∵
葦
∵
ま
§
葦
学
’

葦
葦
ミ
き
§
ミ
占
ら
葦
学
ミ
。
葦
随
・
宝
ら
’
・
．
・
’
　
∴
．
∵
き
ミ
：

　　

@　

g
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
ち
な
む

郵
便
葉
書
（
青
い
鳥
葉
書
）
の
発
行
及
び
配
付

　
郵
政
省
て
エ
、
身
体
障
害
者
福
補
強

凋
連
動
に
際
し
、
こ
の
連
動
こ
協
力
し

’
、
、
玖
の
よ
つ
な
特
別
な
本
匠
の
四
十

円
郵
便
彙
月
日
を
昭
和
五
十
七
年
四
弓
↓

↑
日
か
ら
発
行
し
ま
す
．

　
な
わ
、
こ
の
葉
書
は
、
「
般
に
売
〕

・ψ

A
、
は
く
ほ
か
、
逓
信
記
今
」
日
に
ち
な
み

事
業
P
R
の
「
環
と
し
爬
、
重
唆
障
畜

貴
君
㌔
申
し
出
ら
れ
た
方
に
弄
し
」
浮
る

こ
と
と
な
r
・
て
い
ま
す

［
酪
何
の
対
象

　
宣
度
の
身
体
障
害
者
2
級
及
曽
、
）
二

吸
）
て
昭
和
五
十
七
年
コ
．
月
三
L
「
「
日

現
在
満
べ
戚
以
」
」
の
カ

一
申
し
出
の
方
法

　
こ
の
葉
書
の
配
布
を
希
望
き
れ
る
方

、
．
、
n
所
信
は
居
所
の
お
近
く
の
郵
便

局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
掲
示
し
、
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

し
出
る
よ
う
に
な
エ
、
ま
す
　
　
（
代
人

て
も
可
）

　
な
お
、
郵
便
に
よ
っ
て
申
し
出
る
こ

と
・
」
て
・
≦
ま
す
　
　
（
二
の
場
合
、
こ
本

人
の
手
帳
番
号
、
級
別
、
住
所
又
ぽ
居

所
、
氏
名
及
↓
、
）
生
年
月
日
を
記
入
し
、

折
印
の
上
申
し
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
）［
申
し
出
の
姫
間

　
昭
和
五
十
七
年
四
月
「
臼
か
ら
同
年

五
月
三
十
一
日
ま
て
て
す

［
枚
数

　
申
し
出
の
あ
っ
た
重
度
の
身
体
障
害

者
の
カ
「
入
に
つ
き
ニ
ゴ
枚
て
す

　
詳
し
（
ま
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
セ
き
、

㎜
麟
罐
”

自
己
紹
介

～
勿
　
－

　
こ
の
度
の
異
動
て
東
郷
駐
右
所
に
来

ま
し
た
花
同
部
艮
て
す
　
出
身
ま
延
岡

市
土
々
呂
町
て
昭
和
↑
六
年
差
生
ま
れ

て
す
　
中
三
と
中
「
の
カ
キ
｛
た
》
か

h
ま
す
　
前
任
者
瀬
戸
口
部
長
き
ん
に

負
防
、
な
い
よ
う
（
菊
と
は
み
禁
に
’
あ
負

．
ま
す
）
頑
張
》
ま
す
の
て
よ
ろ
し
く

わ
願
い
し
ま
す
　
ノ
ラ
カ
ま
し
》
の
坊

1
頭
で
丁
か
ら
す
（
に
わ
か
）
ま
す

車
に
は
カ
ギ
を
か
け
よ
う

　
車
は
便
利
な
乗
り
も
の
て
す
か
　
父
通

事
故
を
起
二
き
な
h
こ
と
も
も
ち
ろ
ん

中
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
き
い

車
か
盗
ま
れ
ま
す
と
銀
行
や
郵
便
局
な

と
金
融
磯
関
の
強
盗
付
目
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
㍉
ま
す
．
車
を
は
な
れ

づ
。
と
・
く
一
は
ト
ア
ー
・
，
ラ
を
す
る
舞
を

つ
け
ま
し
よ
う
．
四
月
＋
日
に
曲
郷
村

五
月
は
国
民
年
金
の

現
況
届
の
提
出
時
期
で
す

　
国
民
年
子
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金

準
母
子
年
金
、
遣
児
年
令
、
寡
婦
行
令

を
受
結
ふ
、
b
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
五
月

三
↓
「
目
ま
て
に
国
民
年
三
受
船
権

者
現
況
届
一
を
巾
町
村
役
場
を
通
し
て

社
会
保
険
事
務
所
こ
提
出
す
る
こ
と
に

な
一
ノ
て
、
ま
す

　
現
況
届
は
、
弓
・
≦
紙
h
て
仕
ム
・
を
交

て
乗
用
申
か
盗
ま
ぬ
呂
齢
市
内
て
乙
記

’、

v
れ
ま
し
た
　
ゐ
・
ズ
丁
を
つ
｝
た
ま
ま
中

を
離
れ
る
こ
と
よ
危
険
て
す

飲
酒
運
転
を
な
く
そ
う

　
二
月
の
一
飲
幽
連
三
絶
二
月
聞
　
掛

間
中
に
お
い
一
、
も
相
－
1
の
飲
酒
運
転
者

か
警
察
に
つ
か
ま
r
・
て
い
ま
す
　
東
郷

町
内
か
ら
　
人
も
酒
に
よ
る
交
通
お
故

、
夏
討
匪
を
出
一
・
｝
．
、
の
か
私
の
目
標
の

”、

j
と
っ
て
も
あ
》
ま
す
　
と
き
こ
・
く
・
夜

間
の
飲
幽
連
丘
取
締
一
を
し
ま
す
　
叩
旗

ん
な
て
父
通
の
㌧
　
・
を
む
し
安
全
厘

占
転
ド
↑
・
心
学
距
　
雪
ハ
’
し
し
玉
・
つ

お
知
ら
せ

　
迫
路
工
事
4
月
2
0
日
～
6
目
2
8
日

　
県
道
仲
の
原
～
工
り
・
津
選
の
福
瀬
小

い
∫
校
、
隔
瀬
三
間
一
こ
廻
路
丁
事
か
行
な

わ
れ
ま
す
．
時
間
よ
午
．
馴
八
時
か
ら
午

後
五
時
ま
て
て
発
破
作
柔
を
す
る
こ
と

も
あ
〕
ま
す
の
て
誘
導
員
の
指
一
小
に
征

’ノ

ﾄ
安
全
に
通
行
し
て
下
さ
い

｝
る
た
，
刀
の
大
切
な
丁
続
・
≦
’
、
す
．

　
ま
た
、
老
齢
狂
へ
・
や
通
算
老
榔
釘
ム

を
要
結
き
れ
て
h
る
乃
の
現
況
届
；
、

谷
人
の
誕
隼
月
の
末
日
ま
て
に
社
会
保

険
庁
に
捉
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
　
現
況
［
田
｝
↑
つ
、
’
、
、
蒔
P
し
ノ
＼
ハ
、
－
柏
凡
，
ー
ド
一

な
〕
た
い
方
ま
、
役
場
住
民
諌
に
お
轟

ね
ト
轡
、
、
h
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お
し
ら
せ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

・
解
い
，
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
衛
生
だ
よ
り

〔
・
一
3
才
児
検
診

　
5
月
1
8
日
　
受
付
1
時

　
老
人
福
祉
館

三
乳
児
検
診

　
5
月
1
9
日
　
受
付
1
時

　
老
人
福
祉
館

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ

計る・を．こ．苫と　塗ノく
　す醤…1にごのもこじ目通昭和57年
　べ売らF二分いの．装一・・南
か品占わ調す

のおにの状れ査
惰よす令況るはレ　リド　の　　ぽ　ト　　ヤ　　ノノ
llr．・g国マも

を飲た的販の商
討食ソノな売で業
象i占’流図’の
にを金通動わ国
1．」営国状のが勢
わんの口実剃味
れで卸彙態ン2査
まい売とお帽“

・浬・え

統昭
計和
調五
査十
を七
実年

商

業

統

計

量田

　
　
青
　
　
ト

　
青
年
海
外
協
力
琢
で
は
、
マ
ジ
ア
、

マ
一
β
晶
、
、
中
近
東
、
中
南
米
、
南
太

平
洋
．
の
開
発
途
L
諸
国
の
国
つ
く
，
ウ
に

参
．
引
す
る
協
力
隊
員
を
次
の
と
お
り
募

隼
宏
－
し
一
㌔
あ
御
り
↓
激
｛
⇒
．

　
｝
辰
砲
．
．
『
　
♪
．
昇
・

．
　
こ
一
、
雌
／
ノ
竪

　
　
農
林
水
牽
、
加
工
、
保
諏
．
u
操
作
、

　
L
．
山
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化

　
【
、
き
：
”
、
2
各
サ
野
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
で

　　

�
ﾀ
施
刷
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
現

　
二
の
調
査
の
結
果
は
、
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
「
、
多
く
の
分
野
で
利
用
き
れ

ま
す
，

　
調
査
は
、
県
知
事
か
・
．
つ
任
命
き
れ
た

商
業
統
計
調
査
員
が
、
商
店
を
直
援
訪

問
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

て
、
回
収
す
る
と
い
う
与
法
で
行
い
ま

す
．
．

　
提
出
ン
・
」
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法
に

・
止
り
厳
重
に
秘
密
が
守
・
．
つ
れ
ま
す
の
で

記
確
な
申
告
に
ご
協
力
（
だ
き
い

年
三
タ
協
力
隊
員
を
募
集

・
資
格

　
満
2
0
歳
か
ら
5
5
歳
ま
で
の
青
年
男

女
呑
、
、
中
堅
程
度
の
技
術
、
技
能
が

あ
り
、
単
身
で
一
任
で
き
る
方
．

．
派
遣
斯
間
　
2
年
間

・
募
集
姫
問

　
昭
和
5
7
年
4
月
1
5
日
目
ろ
5
月
5
1

日
ま
で
，

・
塚
員
募
集
説
明
会

　
　
隊
一
7
海
外
協
力
隊
と
県
で
は
、
次

　
に
よ
り
隊
員
募
集
説
揮
」
会
を
開
催
し

　
ま
す
．
．

◎
5
目
円
1
2
日
（
水
）
1
8
時
か
ら
2
1
時

　
　
宮
崎
市
松
橋
「
　
】
．
一

　
　
宮
崎
県
職
員
会
館
．
日
向
荘
一

◎
5
月
1
3
日
（
木
）
1
8
時
か
ら
2
1
時

　
　
都
城
市
松
元
町
4
衡
区
1
4
ロ
ー
7

　
　
山
肥
登
呂
甲
総
ム
ロ
瘡
嘔
趾
岡
八
ム
舘
即

　
・
問
い
合
わ
メ
．
一
先

　
　
宮
崎
市
橘
通
東
2
丁
目
1
0
番
1
号

　
　
宮
崎
県
総
務
部
総
論
課
外
修
係

　
　
恨
　
・
九
八
五
　
2
4
　
［
一
↓
「

　
　
　
　
（
内
線
ニ
ー
「
∵
募
じ

　
原
子
爆
弾
被
爆
者

　
　
　
健
康
診
断
に
つ
い
て

　
本
県
で
は
、
原
丁
爆
弾
被
爆
者
健
康

手
帳
遠
州
、
）
健
康
診
断
受
埋
設
証
を
お
持

ち
の
皆
ふ
・
㌔
ん
を
対
象
と
し
た
昭
和
五
卜

七
年
度
第
一
回
健
康
診
断
を
昭
和
五
十

七
年
五
［
月
「
日
か
ら
、
五
目
旦
二
階
一
日

差
で
の
撫
口
内
に
県
内
の
各
保
健
所
に

お
い
て
実
施
（
受
診
料
無
料
）
い
た
し

ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
受
診
き
れ
る
よ

う
お
知
・
．
エ
．
｝
し
ま
す
．

　
な
お
、
具
体
的
日
程
は
、
各
保
健
所

の
業
務
の
都
含
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

4
㌦
、
　
昌
朕
子
柄
り
の
仰
休
健
所
国
」
ナ
の
、
．
つ
か
ド
し
め

お
問
合
せ
く
だ
ふ
・
㌔
い
一
．

　
　
◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
四
日
か
ら
四
月

十
三
日
ま
で
の
問
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
へ
一

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
申
し
ヒ
げ
ま
す
と
と
も
に
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
小
野
田
の
伊
藤
ス
ミ
子
き
ん
か
ら

　
（
気
貞
愚
・
・
ん
　
七
十
三
才
ご
死
去
）

．
・
田
野
の
黒
田
　
功
き
ん
か
ら

　
穴
ル
エ
斗
・
・
ん
六
十
三
才
ご
死
去
）

　「

E
田
野
の
那
須
△
一
朝
春
き
ん
か
ら

　
（
ト
キ
き
ん
　
八
十
四
才
ご
死
去
）

一
・
坪
谷
．
の
那
須
勝
美
き
ん
か
ら

　
？
木
春
キ
ご
♪
几
　
七
ー
ザ
上
ハ
才
や
一
死
去
）

．、

E
迫
野
内
の
永
田
重
喜
き
ん
か
・
．
つ

　
（
ヨ
ル
・
・
ん
　
八
十
才
ご
死
去
）

　
　
行
政
相
談

　
「
行
政
相
談
　
は
、
あ
な
た
．
の
生
活

と
行
政
を
つ
な
ぐ
ヘ
イ
．
フ
で
す
、
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
ご

利
用
く
だ
斗
・
」
い
．
、

　
な
お
、
黒
雨
内
容
は
秘
密
を
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
き

　、

E
開
設
日
　
毎
月
築
三
火
曜
日

　
　
　
　
　
9
時
～
1
5
時
ま
で

［
、
場
　
所
　
東
郷
町
老
人
福
祈
館

　
　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
山
　
口
　
俊
．
一

・…一一 ﾜちのうごき一一

1人　「】6，489人　（∫一5わ

　男　3．140人　（．’．30’1

　女　3，349人前（∴24）：
ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
1世帯数1，756戸（．：、15）；

　　57年4月1日現在　　｝

1：　　（　　ノは対前月比・

　　　　　　　　　　　、
レ＿＿　　　　一　＿、

、「

ﾅ
嬉
灘

　
　
3
月
届
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

．
山
口
瑞
穂
幸

日
　
高
　
　
　
晃
良

前
川
　
　
裕
浩

．
佐
藤
隆
　
【
雄

結
婚
お
め
で
と
う

尾西直夢中中小直田村rU杉児三内海
氏

崎口野木村村林野代上崎田玉浦田野

父
の
名　
住
所
．

男
小
・
野
田

範
下
渡
川

規
仲
　
深

二
小
野
田

名
　
一
住
所
＝

干浩11月義ま輝農和純圭つ今ま　干万

奈　　　　り　　　　　　よ朝き

美二子信子行代引三二み輝子満鶴成

延鶴福田福福福福寺宮越木日当日田
岡野　　　　　　　崎　域向　向
市内瀬野瀬額瀬瀬．．迫市表町市深」巨表．

h
階
［
住
所

63　7346　80　61　7287

坪
　
谷

追
野
内
一

応
谷
．

迫
野
内
．

福
瀬

…
小
野
田

．
田
野
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